
男女共同参画に関する市民アンケート調査票 

 

都留市では、１９９６年（平成８年）～２００５年（平成１７年）の期間で、男女共同参

画型社会の実現のための指針として、『都留市女性プラン』を策定し、諸施策の推進を図って

まいりました。 
 すでに広報「つる」の９月号、１１月号でご案内いたしましたように、「都留市女性プラン」

に基づいたこれまでの取り組みに対する評価と共に、現状と課題を把握したいと考えており

ます。 
つきましては、新たなプラン作りの大切な基礎資料とさせていただくため、「男女共同参画

に関する市民アンケート調査」にご回答くださいますようお願いいたします。 
 この調査は、市内にお住まいの１６歳以上の方を無作為に選ばせていただき、無記名で行

いますので、お答えいただいた皆様にご迷惑をおかけすることはございません。 
 お忙しいところお手数をおかけしますが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さるようお願い申し上げます。 
  
平成１７年１月 
 

                        都留市長 小 林 義 光  
 
 

ご記入にあたってのお願い 

 

（１） ご回答は、各質問文に「１つ」とか「３つ」などと指定させていただいております

ので、それに従ってお答えください。 
（２） ご回答は、該当するものの数字を○で囲んでください。 
   また、「その他」を選んだ場合は、（  ）に内容を具体的に記入してください。 
 

（問合せ先）都留市役所総務部政策形成課 
                   電話４３－１１１１（内線２４１） 
 
 

ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、のり付けの 
うえ郵送していただくか、市職員が１月１７日（月）から１月２５日（火）の間、回収

におうかがいいたしますので直接お渡しください。 

  



 1 

第３章 資料 
 
１ 調査票 
 

 

Ｆ１．あなたの性別を教えてください。 
  1． 男  2． 女 

Ｆ２．あなたの年齢を教えてください。 
  1．１６～１９歳    2．２０～２９歳     3．３０～３９歳    4．４０～４９歳  

5．５０～５９歳    6．６０～６９歳   7．７０歳～７９歳  8．８０歳以上 

Ｆ３．あなたのお住まいになっている地区を教えてください。 
1．上谷地区    2．中谷地区  3. 下谷地区   4．三吉地区  5 ．開地地区  

6．東桂地区    7．宝地区      8．禾生地区    9．盛里地区 

 

 

 

 

 
問Ⅰ－１．「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはそれに賛成ですか、それとも、

反対ですか。【１つに○】 
  1．賛成             2．どちらかといえば賛成         3．どちらとも言えない            

4．どちらかといえば反対   5．反対 

問Ⅰ－２．男性が家事をすることについて、あなたはどう思いますか。【１つに○】 

  1．積極的にするべきだ               2．できるだけする方がよい 

  3．あまりしなくてよい               4．するべきではない  

問Ⅰ－３．共働き家庭では、家事や育児の分担をどのようにするのがよいと思いますか。【１つに○】 

  1．夫と妻が平等に分担するのがよい      2．手のあいている方がするのがよい 

  3．主として妻が行い、夫は手伝う程度でよい  4．夫はしなくてよい 

  5．その他（具体的に                    ）              

 
問Ⅰ－４．お宅では、家事や育児は主にどなたがおこないますか。育児等に関しては、過去の経験でも結

構です。【ア～セそれぞれについて、１～７までの内、１つに○】独身の方は、7をお選びください。      
  
 

◇ あなたご自身のことについてお聞きします。 

◇Ⅰ 男女の役割や、家事や育児への取り組み方についておたずねします。 
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ア. 身の回りのこと（衣類の用意等）  1  2  3  4  5  6  7 

イ. 食事を作る   1  2  3  4  5  6  7 

ウ．食後の片付け  1  2  3  4  5  6  7 

エ. 食料品等日常の買い物をする  1  2  3  4  5  6  7 

オ. 部屋の掃除をする  1  2  3  4  5  6  7 

カ. 洗濯・物干しをする  1  2  3  4  5  6  7 

キ. ゴミ出しをする   1  2  3  4  5  6  7 

ク. ふとんの上げ下ろし  1  2  3  4  5  6  7 

ケ. 風呂の準備や掃除  1  2  3  4  5  6  7 

コ. 高齢者の介護をする  1  2  3  4  5  6  7 

サ. 育児・子供の世話（おむつ替え、入浴、

保育所送迎） 
 1  2  3  4  5  6  7 

シ. 子供のしつけや教育  1  2  3  4  5  6  7 

ス. 家計の管理をする  1  2  3  4  5  6  7 

 
 
 
 

問Ⅱ－１． あなたは、「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしくしつけたほうがよい」という考

え方に賛成しますか、それとも反対ですか。【１つに○】 
  1．賛成する                2．どちらかといえば賛成する 

  3．どちらかといえば反対する        4．反対である 

問Ⅱ－２．子育てを終えた方も、また、お子さんのいない方も、現在、あなたに未成年のお子さんがいる

と仮定してお答えください。男の子と女の子のそれぞれの場合についてお聞きします。 

（１）あなたはお子さんにどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。まず、男の子の場合についてお

答えください。【１つに○】 
  1．中学まで  2．高校まで      3．専門学校まで    4．短大・高専まで 

 5．大学まで  6．大学院まで   7．子供に応じて   8．その他（具体的に             ） 

（２）女の子の場合はどうですか。【１つに○】 

  1．中学まで  2．高校まで    3．専門学校まで    4．短大・高専まで 

  5．大学まで  6．大学院まで   7．子供に応じて    8．その他（具体的に             ） 

 

◇Ⅱ 子育てや教育などについておたずねします。 
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（３）あなたは、お子さんにどのような人になってほしいと思いますか。まず男の子の場合についてお答

えください。【３つまで○】 
1．知性豊かな人  2．素直な人    3．思ったことをやりとげる人      4．情緒豊かな人 

5．責任感のある人 6．身の回りのことを自分でできる人 7．経済力のある人 8. 自立した人 

9．思いやりのある人 10．社会的地位のある人 11．国際的視野のある人 12．家庭を大事にする人  

13．社会に貢献する人 14．判断力のある人    15．言葉づかいや礼儀正しい人 

16．その他（具体的に                               ） 

（４）女の子の場合はどうでしょうか。【３つまで○】 
1．知性豊かな人  2．素直な人    3．思ったことをやりとげる人      4．情緒豊かな人 

5．責任感のある人 6．身の回りのことを自分でできる人 7．経済力のある人 8. 自立した人 

9．思いやりのある人 10．社会的地位のある人 11．国際的視野のある人 12．家庭を大事にする人  

13．社会に貢献する人 14．判断力のある人     15．言葉づかいや礼儀正しい人 

16．その他（具体的に                               ） 
 
問Ⅱ－３ 現在、あなたは普段の日、お子さん（未成年）との対話は一日どの程度ありますか。 
【１つに○】お子さんのいない方、または、同居していない方は、5をお選びください。 

1. １時間以上         

2. ３０分以上～１時間未満  

3. ３０分未満 

4.  ほとんど対話しない  

5.  あてはまらない 
（子どもはいない） 
 
 
 

 
 

 
問Ⅲ－１．女性の方のみお答えください。男性の方は問Ⅲ－２にお進みください。ご自分はどのように生

きていきたいとお考えですか。（お考えでしたか。）【１つに○】 
1. 結婚後もまたは子どもができても、職業を持ち続けたい    

2. 子どもが生まれたらやめ、成長後再び職業を持ちたい 

3. 子どもが生まれるまでは、職業を持ちたい 

4．結婚するまでは、職業を持ちたい 

5．特に職業は持ちたくない 

6．その他（                    ） 
 
 
 

問Ⅱ－３（１）１～3に回答された方にうかがいます。対話の内

容はどのようなことですか。【主なもの２つに○】 

1．学校や友だち  2．余暇や遊び  3．勉強や受験   

4．将来の進路    5．家族     6．親の仕事 
7．政治や社会   8．世間話    9．その他（      ） 

◇Ⅲ 女性が職業を持つことについておたずねします。 

問Ⅲ－１（１）1～4に回答された方にう

かがいます。もしあなたが管理職になる

ように求められたら引き受けますか。 
1． 引き受ける 2．引き受けない 
 
（理 由：               ） 
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問Ⅲ－２．男性の方のみお答えください。ご自身の配偶者（妻）にはどのようなことを望みますか。（望

んでいましたか。）【１つに○】 
1. 結婚後もまたは子どもができても職業を持ち続けてほしい 

2. 子どもが生まれたらやめ、成長後再び職業を持ってほしい 

3. 子どもが生まれるまでは、職業を持ってほしい 

4. 結婚するまでは、職業を持ってほしい 

5. 妻が職業を持つことを望まない 

6. その他（                    ） 
 
 
 
問Ⅲ－３．あなたは、女性が長く働き続けるために何が必要だとお考えですか。【３つまで○】 
  1．家族全員の理解と協力              2．やりがいのある仕事 

3．職場の結婚退職、出産退職の慣行の廃止      4．出産、育児休暇、介護休暇の制度の完備 

5．勤続年数に応じた処遇             6．働く女性の子供のための保育施設の整備 

7．積極的に管理職に登用             8．能力開発のための教育 

  9．特にない                                   10．その他（具体的に              ） 

問Ⅲ－４．あなたは、現在の職場あるいは以前働いていた職場（自営業を含む）で、何か悩みや不満に思

っている（いた）ことがありますか。【３つまで○】働いたことのない方は13をお選びください。 
  1．残業が多い    2．休みがとれない    3．給料が安い     4．人間関係                 

5．男女差別     6．上司の理解がない   7．仕事が向かない  8．疲労が多い 

  9．通勤が不便    10．職場の雰囲気が悪い  11．やりがいがない 

12．悩みや不満は特にない 13．働いたことはない 14. その他（具体的に                 ） 
    
問Ⅲ－５．あなたの職場（以前働いていた職場）では、男女間に不平等がある（あった）と思いますか。 
【１つに○】働いたことのない方は4をお選びください。  
  1．かなりある（あった）  
2．ややある（あった） 

3．ない（なかった） 

4．働いたことはない 
  
 
問Ⅲ－６．１９８６年（昭和６１年）４月から「男女雇用機会均等法」が施行されていますが、あなた 

はこの法律の内容をご存知ですか。【１つに○】 

 1．内容について知っている   2．法律があることは知っている          3．全く知らない 

 

問Ⅲ－７．あなたは、日常生活の次のような場面で、男女平等は実現されていると思いますか。 

【ア～エのそれぞれについて、１～４までの内、１つに○】  

 

問Ⅲ－５（１）1・2に回答された方にうかがいます。それはどのようなこ

とですか。【１つに○】 
1.賃金   2．仕事内容    3．昇進・昇格   4．能力の適性な評価    

5.教育・研修の機会・内容   6．定年年齢   7．その他 (              ） 

問Ⅲ－２（１）1～4に回答された方に
うかがいます。もしあなたの妻が管理

職になるように求められたら引き受け
ることを薦めますか。 
1．薦める  2．薦めない 
 
（理 由：                  ）        
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１ ２ ３ ４ 

平等になってい
る 

ある程度平等に
なっている 

あまり平等にな
っていない 

ほとんど平等に
なっていない 

ア. 家庭生活 1 2 3 4 

イ. 学校生活 1 2 3 4 

ウ. 職  場 1 2 3 4 

エ. 地域社会 1 2 3 4 

 

 

 
 
 
問Ⅳ－１．あなたは、現在、次にあげるような社会的活動に、どの程度参加したり活動したりしています

か。【ア～キのそれぞれについて、１～３までの内、1つに○】 
1 2 3 

積極的に参加・活動し
ている 

たまに参加する程度 
ほとんど参加したこと
がない 

ア.町内会・自治会・商店会など 
の地域活動 1 2 3 

イ.スポーツ・文化・趣味などのサ 
ークル活動 1 2 3 

ウ．父母会やＰＴＡ等活動 1 2 3 

エ.市民講座や学習会の活動 1 2 3 

オ.社会福祉やボランティア活動 1 2 3 

カ.リサイクル・河川の浄化など地
域の環境保全の活動 1 2 3 

キ.生協運動や消費者運動 1 2 3 

 

問Ⅳ－２．あなたは、上にあげたような社会的活動に参加して、得られた最も大きな成果は何でしたか。 
【１つに○】 

 1．個性を伸ばしたり、生きがいを見つけることができた 

 2．地域社会の人々のために少しでも役に立つことができた 

 3．仲間と知り合えたり、語り合うことができた 

 4．今の社会が抱えている問題を少しでも考えたり、解決することができた 

 5．あまり参加・活動をしたことがないのでどれともいえない 

問Ⅳ－３．あなたは、このような社会的活動をする上で、最も課題だと思うことは何ですか。【１つに○】 
 1．施設・活動の場・公的支援が少ないこと   2．仕事が忙しく時間がとりにくいこと 

 3．家事や育児が忙しく時間がとれないこと   4．参加したいような活動や団体が身近にないこと 

 5．特に問題は感じていない          6．その他（具体的に               ） 

 

◇Ⅳ 地域社会での活動などについておたずねします。 
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問Ｖ－１．あなたは、老後の生活について不安に思っていることがありますか。【２つまで○】 
 1．配偶者（夫または妻）に先立たれること    2．生活費のこと 

 3．健康のこと                   4．面倒を見てくれる身寄りがないこと 

 5．話し相手がいないこと              6．安心して住める住宅がないこと 

 7．趣味や仕事がないこと  8. 特に不安はない  9.その他（具体的に            ） 

問Ｖ－２． 
ア．あなたは、条件が許せば、老後はどのように暮らすのが理想的だと思いますか。 

イ．現実にはあなたはどのように暮らすことになると思いますか（あるいはすでに暮らしていますか。）

【ア・イのそれぞれについて、1～6までの内、１つに○】  
ア イ 

理想の暮らし 現実の暮らし 

1．夫婦（自分）だけで暮らす  1 1 

2．家族や身内の近くで夫婦（自分）だけで暮らす  2 2 

3．子供の家族と一緒に暮らす 3 3 

4．気のあった友人と一緒に暮らす 4 4 

5．老人ホームなどの施設で暮らす  5 5 

6．その他（具体的に                ） 6 6 

 
問Ｖ－３ 
ア．あなたが万一寝たきりになったことを仮定して、介護が必要になった場合、だれに身の回りの世話

をしてもらいたいと希望しますか。 

イ．また、現実にはだれに世話をしてもらうことになると思ますか（あるいはすでにしてもらっていま

すか）。【ア・イのそれぞれについて、1～10の内、２つまで○】 

ア イ 

世話を希望する人 現実に世話になる人 

1．配偶者（夫または妻）  1 1 

2．息子 2 2 

3．娘 3 3 

4．息子の配偶者  4 4 

5. 娘の配偶者  5 5 

6．兄弟姉妹 6 6 

7．地域のボランティア  7 7 

8．介護ヘルパーや家事支援（民間に有料で依頼） 8 8 

9. 病院や特別養護老人ホーム 9 9 

10.その他（具体的に            ） 10 10 

◇Ｖ．高齢化社会や健康の問題についておたずねします。 
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問Ｖ－４．健康管理について教えてください。あなたは、最近の１年間にどこで健康診断を受けましたか。 
 【あてはまるもの１つに○】 
 1．市の健康診断      2．職場や学校の健康診断   3．病院や診療所で個人的に受診   

4．受診していない          5．その他（具体的に                    ） 
 
 
 
 
問Ⅵ－１．あなたは、通常、仕事を終えて何時頃帰宅なさいますか。【１つに○】働いたことのない方 
は8をお選びください。 

 1．１８時以前     2．１８～１９時頃     3．１９～２０時頃 

 4．２０～２１時頃   5．２１～２２時頃     6．２２時以降 

 7．帰宅時間は不定期  8．特に仕事はしていない 

 
問Ⅵ－２．仕事の休みは、通常、週何日ですか。【１つに○】働いたことのない方は7をお選びくださ 
い。 

 1．週休１日        2．週休１日半       3．月１回週休２日 

4．隔週週休２日      5．月２回週休２日     6．週休２日 

 7．特に仕事はしていない  8．その他（具体的に                 ） 

問Ⅵ－３．あなたは、普段の平日をどのように過していますか。アンケート記載日に近い日を思い出して、

①～⑦の項目について費やした時間を、ご記入ください。  

 ①睡眠     時間      分 
 ②食事、入浴等生理的に必要な時間      時間      分 
 ③仕事、学業（通勤、通学を含む）     時間      分 
 ④家事、育児等     時間      分 
 ⑤介護     時間      分 
 ⑥余暇、自由時間     時間      分 
 ⑦その他（                     ）     時間      分 
 合  計 ２４時間   ００ 分 

問Ⅵ－４．結婚している人にお聞きします。結婚していない人は、問Ⅵ－９にお進みください。お宅では、

普段の日に、夫婦の会話の時間は１日にどの位ありますか。【１つに○】 
  1．１時間以上   2．３０分～１時間未満  3．３０分未満  4．ほとんど会話はない 

問Ⅳ－５．引き続き、結婚している人にお聞きします。では、会話の主な話題はどのようなことですか。 
【２つまで○】 

 1．子どものこと       2．仕事のこと    3．余暇や趣味のこと 

 4．家族の将来のこと     5．夫婦のこと    6．家計や財産のこと 

 7．政治や社会のこと     8. 世間話      9. その他（具体的に          ） 

◇Ⅵ 生活時間や家庭生活などについておたずねします 
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問Ⅵ－６．引き続き、結婚している人にお聞きします。あなたは、日常生活で配偶者（夫または妻）から

「思いやり」を感じていますか。【１つに○】 
1．大変感じている           

2．ある程度感じている  

3．あまり感じない 

 4．まったく感じない 
  
 

 

問Ⅵ－７．引き続き、結婚している人にお聞きします。あなたの家庭では、妻または母の名義の「預金通

帳」や「不動産」などの財産はありますか。【１つに○】 

1. ほとんど夫または父親名義の財産である  

2. 少し妻または母名義の財産もあるが自立できる 

程ではない 

3. 夫婦にそれぞれ別々の財産がほぼ均等にある 

4. どちらかといえば妻または母名義の財産である                           

5. ほとんど妻または母名義の財産である 

6. どのようになっているかわからない 

7. その他（                 ） 

 

問Ⅵ－８．結婚している人、または、していた人にお聞きします。結婚して自分の生活がどう変わったと

思いますか。【３つまで○】 

1．経済的にゆとりができた 2．暮らしに張り合いができた  3．知り合いが増え世界が広がった   

4．仕事がしやすくなった  5．将来への安心感ができた   6．行動が制約されるようになった   

7．自由になるお金が減った 8．自由時間が減った          9．付き合いが増えてわずらわしい    

10．仕事がしにくくなった  11．配偶者に気をつかい疲れる 12．変わらない   

  13．その他（具体的に                     ） 

問Ⅵ－９ 結婚していない人にお聞きします。結婚した場合、自分の生活がどう変わると予想しますか。

【３つまで○】 

1．経済的にゆとりができる 2．暮らしに張り合いができる 3．知り合いが増え世界がひろがる   

4．仕事がしやすくなる   5．将来への安心感ができる  6．行動が制約されるようになる 

7．自由になるお金が減る  8．自由時間が減る      9．付き合いが増えてわずらわしくなる    

10．仕事がしにくくなる     11．配偶者に気をつかい疲れる12．変わらない   

 13．その他（具体的に                     ） 

 

問Ⅵ－10．全員にお聞きします。子どもを生むか、何人生むかなどは、どのようにして決めるのがよいと

思いますか。【１つに○】 

1．夫婦で相談する         2．夫の意見を尊重する  3．妻の意見を尊重する 

4. 親の意見を尊重する         5．わからない          6．その他（具体的に               ） 

問Ⅵ－６（１） 3・4に回答された方にうかがいます。どんなところに思いや
りがないと感じますか。【あてはまるものすべてに〇】 
1. 日常会話       2. 家事手伝い     3. 育 児         4. 介 護   
5. あなたの趣味  6. 親子関係     7. 家族の体調不良時  8．性生活 
9. あなたの外出  10. あなたの仕事  11．あなたの学習    12．交友関係 
13．その他（具体的に                                              ） 

問Ⅵ－７（１） 1・2に回答された方にうかが
います。女性が財産を持たない理由は何ですか。 
1. 財産分割の必要がない 
2. 妻や母が財産をもつ習慣がない 

3. 夫や父が働いて築いた財産だから 
4. 妻や母が財産を要求しないから 

5. 財産は男性名義が当然だから 
6. 妻や母には収入がないから 

7．子どもへの贈与や相続が面倒になるから 

8．その他（            ） 
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問Ⅵ－11．あなたは夫婦間（内縁、事実婚含む）や恋人の間での、乱暴な振る舞いについて見聞きしたこ

とがありますか。【あてはまるものすべてに○】 

1．テレビや新聞などで知っている    2．身近に当事者はいないがうわさを耳にした 

3．身近な人に当事者がいる       4．身近で被害にあった人から相談を受けた 

5．自分が直接、被害の経験をした    6．見聞きしたことはない 

7．その他（具体的に                                         ） 

 

問Ⅵ－12．あなたは身近な異性から次のようなことをされたことがありますか。 
【ア～ケのそれぞれに、１～３までの内、１つに○】 
 1.何度もある 2.１～２度ある 3.全くない 

ア．医師の治療を必要とする程度の暴力を受けた 1 2 3 

イ．医師の治療を必要としない程度の暴行を受けた 1 2 3 

ウ．何を言っても無視をされた 1 2 3 

エ．交友関係や電話、郵便、メールなどをチェック

された 
1 2 3 

オ．「誰のおかげで生活できる」とか「甲斐性なし」

などとなじられた 
1 2 3 

カ．恐怖感を抱くほど大声でどなられた 1 2 3 

キ．見たくないﾎﾟﾙﾉﾋﾞﾃﾞｵや雑誌を見せられた 1 2 3 

ク．嫌がっているのに性的行為を強要された 1 2 3 

ケ．避妊に協力しなかった 1 2 3 

 
問Ⅵ－13  問Ⅵ－12で、1・2に回答された方にお聞きします。その時、どなたかに相談をしましたか。
【１つに○】 
1．相談した             2．相談したかったが相談できる人がいなかった  

3．相談しようと思わなかった     4．その他（                        ） 
 
 
 

 
 
 
問Ⅶ－１．あなたは、生活したり働いていく上で、どのような課題や不安がありますか。 
【特に重要なもの３つに○】 
1．自分の健康問題  2．家族の健康問題  3．自分名義の財産がない   4．労働時間が長い 

5．職場の人間関係  6．職場の経営状況  7．仕事のノルマが重い   8．家族の介護・看病 

9．自分の就職問題 10．家族の進路・就職問題 11．家族内の人間関係  

12．近所や地域との付き合い 13．地域で担っている役職   14．給与等労働条件の低さ   

15. 自分の時間が持てない  16. 家族との時間が持てない 17. その他（         ） 

 
 

◇Ⅶ 生活や仕事全般についておたずねします。 
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問Ⅶ－２．職場を辞めた経験のある方、または、現在辞めたいと考えている方にお聞きします。その理由

は何ですか。【あてはまるものすべてに○】 
1．結婚のため                  2．育児に専念するため   3．介護に専念するため  

4．健康がすぐれないため         5．勤め先からの依頼により 6．夫婦で同じ職場だったため  

7．会社が倒産したため（するため）8．定年を迎えたため      9．経済的にゆとりが出てきたため  

10．家族の反対があるため  11．職場の人間関係のため     12．ノルマの要求が厳しいため 

 13．転勤を求められたため  14．賃金が少ないため 15．セクシュアル・ハラスメントを受けたため 

16．職場に結婚退職や出産退職の慣行があるため    17．臨時雇用の契約が更新されなかったため  

18．家業を継ぐため   19．子どもの教育のため  20．その他（具体的に                      ）  

問Ⅶ－３．全員にお聞きします。あなたはこれまで身近なところ（学校、職場、地域、家族）で次のよう

な言葉や行為で不愉快な思いをしたことがありますか。【あてはまるものすべてに○】 
1. 立場や地位を利用しての性的関係の強要   

2. 必要がないのに身体に触れる 

3. 立場や地位を利用しての交際の強要 

4. 性的に聞き苦しい言葉、話 

5. 身体的特徴（容姿、体型等）を話題にする 

6. ポルノ写真等を見せる 

7. 不愉快なうわさを流される 

8.「女にはまかせられない」「男のくせに根性がない」などと言われる 

9. 男性、または女性であることを理由としたお茶くみや掃除、私用での使い等の強要 

10. その他（具体的に                     ）   

11. なし 

 
 
 
 
 
問Ⅷ－１．あなたは結婚していますか。【１つに○】 
 1．結婚している（内縁、事実婚も含む）    2．結婚したが死別 

 3．結婚したが離婚              4．結婚していない 

問Ⅷ－２．現在、同居しているご家族は、あなたを含めて何人ですか。【１つに○】 
 1．１人（自分一人）    2．２人    3．３人      4．４人 

 5．５人          6．６人    7．７人      8．８人 

 9．９人以上 

問Ⅷ－３．同居家族はどのような構成ですか。【１つに○】 
 1．一人暮らし      2．夫婦のみの家族   3．夫婦と未婚の子どもの家族  

 4．夫婦、未婚の子どもと夫方の親の三世代家族  5．夫婦、未婚の子どもと妻方の親の三世代家族 

 6．その他（具体的に                                                         ）  

◇Ⅷ 最後に、今まで教えていただいたことを統計的に分析するために必要な事項をお聞きします。
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問Ⅷ－４．主な家計維持者はどなたですか。【2つまで○】  
 1．自分  2．配偶者  3．父親  4．母親  5．子ども  6．その他（              ） 

問Ⅷ－５．一番下のお子さんは次のどれにあてはまりますか。【１つに○】 
 1．子どもはいない    2．０～２歳   3．３～５歳   4．小学校1～３年生 

 5．小学校４～６年生   6．中学生    7．高校生    8．専門学校・短大・大学生等 

 9．社会人 

問Ⅷ－６．あなたは都留市に住んでどのくらいになりますか。【１つに○】 
 1．生まれたときからずっと住んでいる   2．３０年以上    

3. ２０年～３０年未満   4．１０～２０年未満     5．１０年未満 

問Ⅷ－７．あなたの就業状況についてお聞きします。【１つに○】 
 1．現在常勤で働いている（経営者や家族従業員を含む） 2．パート、アルバイトとして働いている 

 3．現在は働いていないが以前は働いていた       4．現在は働いていないが今後働きたい 

5. 働いたことはない 

問Ⅷ－８ 現在のあなたの立場、仕事についてお答えください。【１つに○】 

1．自営業（農林漁業）              2．自営業（商工・サービス業）  

3．自由業（開業医、宗教家、芸術家、塾などの経営）4．家族従業員 

5．会社・団体（公務員含む）の課長以上    6．専門・技術的な仕事（勤務医、教師、技師など） 

7．事務的な仕事（経理、一般事務、公務員含む）8．販売関係の仕事（セールス、店員、営業など） 

9．サービス関係の仕事（飲食、その他の接客）10．技能・生産・労務関係の仕事（現場主任、工員等） 

11．人材派遣企業の派遣職員         12．パートタイム、アルバイト、嘱託、臨時 

13．内職                  14．家事・育児・介護など家の仕事  

15．学生                  16．特に仕事はしていない  

17．その他(            ） 

 
 
※調査にご協力いただき、どうもありがとうございました。このテーマについて他にご意見等がありま

したら、ご自由にお書きください。   
 

 

 

 

 

 

 




